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きた くアングリア物語〉を懐かしんだり (ブランウェル宛, 5月1日付け),エミリの 〈ゴングル物















































1)キースリーでは,キー スリー機械工協会に図書室があったほか, トマス・ダケット・ハ ドソン (Thomas
Ducket Hudson)の経営する貸本屋があつた。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































5)William Henry Taylor(182899)のこと。彼の父Willian Taylor(1777-1837)は,メアリ。テイラー
の父Joshua Taylor(17661840)の弟で,メアリ・ディクソンの母Laetitia(1780-1842)の兄であつた。
両親が死亡したため,ウィリアム・ヘンリ・テイラーは叔父エイブラム・ディクソンのブリュッセルの家
にしばらく同居していた。
6)上記のウィリアム・ヘンリ・テイラーの姉Ellen Taylor(1826-51)。
エミリ・ 」・ブロンテ宛1843年12月19日
ブリュッセル
拝啓E・」
決心しました。新年の翌日には家に帰つていたいと思いますう。エジェ夫人にも話しました。しか
し帰るためには, もう5ポンドお願いしなければなりません。現在 3ポンドしか持ち合わせがなく,
ブリュッセルを去る前にいくつか買っておきたいものがあリー ーー ご存知のようにイギリスでは簡
単に手に入らないものです一一一手持ちの3ポンドでは足 りないのです。このところどうにも気が
滅入って仕方ありませんが,家に帰ればすべて解決するものと思います一一一特にお父さま,あな
た,ブランウェル,アンの元気な顔を見れば。身体のぐあいが悪いわけではないのです。調子を崩
しているのは心の方なのですから一一一不安のためにう。
何とか元気を出しましょう一一一さようなら。
C・B
l)シャーロットは最終的には1844年1月1日にブリュッセルを発った。
2)この時期,特にブランウェルにも父親にも心配すべきことは見あたらない。
(1999年10月27日受理)
